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１．はじめに 

本稿では、5%の縦断勾配（上り）と 3％の横断勾配、加えて R=600m の平面線形が付いた複雑な構造条件を

有し、3 主桁からなる上部工を送り出して架設する際の技術的な課題とその対策、及び創意工夫を施した点に

ついて報告する。 

２．工事概要 

本工事は、新東名高速伊勢原北 IC に接続する県道 603

号の新設鋼橋上部工を架設する工事である。盛土で造成

した仮設備ヤード上で、130t 級のトラッククレーンを用

いて上部工を地組し、先端に手延機を接続して架設する

計画である。また、上部工は公共のバスが往来する県道

603 号の直上に架設することから、送出し作業は夜間に

限定された。上部の幅員は約 20m、橋長は 62m である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 仮設備ヤードの平面図 

３．施工上の課題及び懸念 

(1)設計時の計画の送り出し装置の送り出し速度は 1m/12min であり、夜間作業時間内（22:00～5:00）に、手

延べ機の先端部を到達(送り出し延長 41m)させることができない。 

(2)前項への対応として送り出し方法を台車設備（送り出し速

度 1m/2min）に変更した場合、上部工の支持設備位置の変

更及び箇所数の減少により、手延べ機が接続された上部工

先端部の張り出しスパンや中間スパンも長くなる。つまり、

架設時に上部工に作用する断面力が増大し、主桁や中間横

桁の一部で曲げ及びせん断応力度が許容値を透過する。 

(3)上部工を仮受けする際には、台車設備１箇所に最大2,388kN

が作用し、盛土及び補強土壁の安定性や基礎地盤の地耐力

等の構造安全性が懸念された。  

 キーワード 鋼単純鋼床版箱桁橋,送り出し工法 

 連絡先   〒160-0004 神奈川県厚木市森の里青山 14-12 TEL046-281-7868 

【施工サイクルの算定結果】 
〇当初計画 
 作業可能時間；7h×60min=420min 
 送り出し時間 ；41m÷（1m/12min）=492min 
 作業可能時間；420-492=▲72min（不足） 
 
 
〇変更計画 
 作業可能時間；7h×60min=420min 
 送り出し時間 ；30m÷（1m/2min） 

+11m÷（1m/12min）=192min 
 作業切替時間；60min 
作業可能時間；420-192-60=168min（余裕） 

図-2 上部工の構造図 
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表-1 主桁の構造 

部位 仕様 

デッキ SM400A、W=7,120 ㎜、t=16 ㎜ 

ウエブ SM490YA、H=2170～2230 ㎜、t=16 ㎜ 

下フランジ SM490YA、W=2,240 ㎜、t=16 ㎜ 

VI-517 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-517 -



４．課題への対策及び創意工夫点 

(1)対策 

①送り出し方法の変更 

送り出し速度が６倍速い台車設備による方法を部分的に採用した。具体的には、台車設備で約 30m 施工し、

その後前方台車を撤去して当初計画の送り出し装置に切り替えて残り 11m を施工する計画に変更した。これに

より、168min の余裕時間を確保することができ、予期せぬトラブル発生時にも対応可能な体制とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 変更計画の仮設備ヤード側面図 

②主桁構造の補強 

送り出し方法の変更に伴い、構造

補強が必要となった。具体的には、

主桁では厚さ 13mm のプレートを２

段、大きな鉛直荷重が作用する支持

装置上では下フランジに 16 ㎜の補

強リブを３枚追加設置した。一方、

中間横桁では厚さ 10～16 ㎜のプレ

ートを要所に追加補強した。 

③地耐力の確保 

 台車設備が走行する軌条桁の下面には、敷鉄板を設置することで荷重分散を考慮したが、作用接地圧が地盤

の短期許容支持力度を超過するため、厚さ 0.2m 以上の砕石置き換えによる地盤改良を実施した。 

④動態観測 

大きな反力が作用する台車設備の直下の補強土壁の構造安全性に余裕が

無かったことから、施工中にはトータルステーションを用いて計測を行い、

橋台部に設置した仮ベントについては、施工中に沈下量の計測を行った。 

(2)創意工夫 

①仮設盛土の拡大 

当初は、架設後に横取りして上部工を据え付ける計画であった。しかし、近年当該作業時の落橋事故が多発

していることから、発注者と協議の上、仮設盛土の範囲を拡大し横取り作業を回避できる計画に変更した。 

②施工時間の確保 

架設工法の変更で 168min の余裕は生まれたが、想定外の事象の発生により規制解除時間を厳守することが

困難になるケースをリスクとして捉えた。そこで、作業の余裕が最も少ない初日のみ開放時間を 1 時間延長す

ることについて、警察及び消防と事前に協議を行い、承認を得た。 

５．おわりに 

前述の対応により、周辺構造物に影響を与えることなく、計画よりも１日早く（架設・降下作業；4 日⇒3

日）施工を終えることができた。また、各種出来形精度も許容値を十分満足する結果であった。 

表-2 計測結果 

対象 変位量 

補強土壁 最大 2 ㎜（水平） 

仮ベント 沈下量ゼロ 

図-4 主桁の補強概要図 

L=58.25m L=50.65m 

・支持設備の低減 

・張り出しスパン及び中間のスパン長は拡大 

前方台車 
後方台車 

厚さ 13 ㎜のプレート補強 
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